
●横浜はいま

上
水
道

　
日
本
で
初
め
て
横
浜
に
近
代
式
水
道
が
引
か
れ

て
か
ら
約
一
〇
〇
年
。
こ
の
間
、
横
浜
の
水
道
は

市
の
発
展
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
。
現
在
で
は
、

市
の
人
口
の
九
九
・
八
％
に
水
道
が
い
き
わ
た
っ

て
い
る
。

■
一
人
当
り
四
〇
三
リ
ッ
ト
ル

　
昭
和
五
六
年
度
に
横
浜
市
が
給
水
し
た
量
は
。

一
日
平
均
一
一
三
万
㎡
で
あ
る
。
人
口
一
人
当
り

に
す
る
と
、
約
四
〇
三
Ｌ
に
な
る
。
こ
の
う
ち
、

家
庭
用
の
使
用
水
量
は
五
九
万
㎡
で
あ
り
、
一
戸

当
り
に
直
す
と
一
か
月
に
一
九
・
五
㎡
使
用
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
家
庭
用
水
を
用
途
別
に
み
る

と
、
水
道
の
基
本
的
用
途
で
あ
る
飲
食
用
は
わ
ず

か
一
六
％
弱
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
ほ
か
は
洗
た

く
・
水
洗
ト
イ
レ
。
風
呂
用
な
ど
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
水
が
快
適
な
市
民
生
活
に
欠
く
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
都
市
の
活
動
を
に
な
っ
て
い
る
市
内
の
事

業
所
な
ど
へ
は
、
工
業
用
水
も
含
め
一
日
平
均
四

七
万
㎡
を
給
水
し
て
い
る
（
図
－
１
）
。

　
水
道
料
金
は
、
市
民
生
活
用
水
を
優
先
し
た
福

祉
型
体
系
と
な
っ
て
い
る
。
五
六
年
度
で
は
、
水

を
作
る
の
に
要
し
た
費
用
（
生
産
原
価
）
は
一
㎡

当
り
一
五
八
円
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
水
道
料
金

　
（
販
売
単
価
）
は
平
均
一
㎡
当
り
一
五
二
円
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
市
民
の
日
常
生
活
に
直
接
影
響

す
る
家
庭
用
水
は
一
〇
九
円
で
、
生
産
原
価
の
七

割
弱
で
供
給
し
て
い
る
。
一
方
、
業
務
用
の
平
均

販
売
単
価
は
二
三
七
円
と
な
っ
て
い
る
。
総
理
府

統
計
局
の
家
計
調
査
報
告
に
よ
る
と
、
横
浜
市
の

一
世
帯
当
り
の
水
道
料
金
（
下
水
道
の
料
金
を
含

む
）
は
二
二
五
二
円
（
一
か
月
）
で
、
家
計
に
占
め

る
割
合
は
〇
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。

■
災
害
時
の
水
は
！

　
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
お
い
て
、
市
民
の
生
命

を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
水
を
確
保
す
る
こ
と

図一１　都市活動用水の用途別

　　　　構成比　　　単位：％

図一２　給水量の推移と今後の見込みは
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
市
で
は
、
地
震
に
強
い

配
水
管
の
整
備
や
広
域
避
難
場
所
で
の
地
下
貯
水

タ
ン
ク
の
設
置
な
ど
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
水
道
施
設
が
大
き
な
被
害
を
受
け
る
と
い

う
最
悪
の
状
態
の
も
と
で
も
、
配
水
池
の
保
有
水

量
を
確
保
し
て
最
低
一
人
一
日
三
Ｌ
の
飲
料
水
を

供
給
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
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●第３章／市民生活と市政

　
赤
ち
ゃ
ん
、
病
人
、
お
年
寄
り
の
た
め
に
、
市

内
の
公
的
機
関
・
病
院
な
ど
に
「
水
の
か
ん
詰
」
を

計
画
的
に
備
蓄
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
用
備
蓄
と

し
て
一
般
市
民
に
も
原
価
で
頒
布
し
て
い
る
。

■
漸
増
す
る
水
需
要

　
高
度
経
済
成
長
と
そ
れ
に
伴
う
人
口
急
増
な
ど

に
よ
り
高
い
伸
び
率
を
示
し
て
き
た
水
の
需
要
量

は
、
四
八
年
の
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
は

ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
れ
を
一
日
最

大
給
水
量
で
み
る
と
、
四
八
年
度
に
は
一
三
三
万

ｍ
３
で
あ
っ
た
も
の
が
、
五
六
年
度
に
は
一
四
一
万

m
3
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
水
需
要
の
見
通
し
は
、
人
口
推
計
、
将

来
の
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
の
予
測
か
ら
、
急
激

な
需
要
増
加
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
水
の

使
用
量
が
増
加
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り

は
な
い
　
（
図
－
２
）
。

　
横
浜
市
で
は
計
画
的
に
水
源
を
確
保
す
る
た

め
、
神
奈
川
県
内
広
域
水
道
企
業
団
を
通
じ
て
酒

匂
川
水
系
の
新
た
な
水
源
開
発
事
業
を
行
い
、
五

三
年
に
は
、
「
三
保
ダ
ム
」
が
完
成
し
稼
動
し
始
め

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
は
日
量
五
六
万
ｍ
３
の
水
源

を
確
保
し
、
給
水
能
力
は
従
来
の
相
模
川
水
系
の

水
源
一
二
二
万
m
3
と
あ
わ
せ
て
、
一
日
最
大
一
七

八
万
ｍ
３
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
六
〇
年
代
半
ば
頃
ま
で

の
水
需
要
を
ま
か
な
う
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　
将
来
の
水
資
源
対
策
と
し
て
は
、
相
模
川
の
支

流
中
津
川
で
建
設
省
が
行
っ
て
い
る
宮
ヶ
瀬
ダ
ム

開
発
に
よ
っ
て
、
横
浜
市
分
は
日
量
四
六
万
ｍ
３
が

確
保
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
今
後
、
二
一
世
紀

へ
向
け
て
の
対
応
が
可
能
と
な
る
（
図
-
３
）
。
し

か
し
、
水
道
用
水
と
し
て
使
用
で
き
る
「
水
」
は

決
し
て
無
限
で
は
な
い
。
神
奈
川
県
内
の
河
川
を

図一３　水道施設計画概要図

み
て
も
、
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
以
降
の
大
規
模
な
ダ
ム
開

発
は
極
め
て
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
都
市
に
よ
っ

て
は
使
用
さ
れ
る
水
の
四
分
の
一
が
節
水
可
能
と

も
い
わ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
将
来
的
に
は

節
水
思
想
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
横

浜
市
が
保
有
す
る
水
源
を
効
率
的
に
使
用
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
長
期
的
に
は
下
水
処
理

水
の
再
利
用
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
も
研
究
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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